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親鸞　『歎異抄』についての覚書
内　山　新　吾
1．仏教略史
　この小文は，親鸞の語録である『歎異抄』についての初学者の感想文である。親鸞は今日，
浄土真宗という大教団を開いた祖師として有名であるが，親鸞自身には，このような教団を立
宗する意思は全く無かった。ただ法然の門下として，念仏の教えをひたすら教
きょう
化
け
したのみであ
る。その生涯については後述するが，そのことを弟子の唯円が記録したものが，この『歎異抄』
なのである。そこでまず法然，親鸞によって開花した日本の浄土教を理解する前提として，イ
ンドにはじまる仏教の略史を記しておく。
　言うまでもなく，仏教は，紀元前 5 世紀頃のインドにおいて釈尊が開いた宗教である。釈尊
は，前 463 年に生まれ，前 383 年に入滅しているが，現在のネパールに近いカピラヴァストゥ
に釈迦族の王子として生まれ，ゴータマ・シッダールタと名付けられる。何不自由ない王子と
しての生活をしていたが，やがて人生に空しさを感じ，出家した。この時 29 歳である。その
後 6 年間の修行生活の後に，現在も遺跡の残るブッダガヤにおいて成道し，悟りを得た。以後
45 年間にわたって各地を遊行しながら，人々を教化し，80 歳の時，クシナガラにおいて入滅
した。その間，自然に弟子が集まり，一つの教団（サンガ）を形成した。
　釈尊入滅後，100 年ほど経った頃，教団は主として戒律をめぐって保守的な上座部と進歩的
な大衆部に分裂した。これを根本分裂という。その後，それらがさらに枝分かれし，20 の部
派に広がる。これを枝末分裂という。この時代を部派仏教の時代といい，後に「小乗仏教」と
批判されるのは，これらの中で最も有力であった説
せつ
一
いっさい
切有
う
部
ぶ
という部派である。部派仏教とは
言ってみれば僧院仏教の時代で出家者たちは富裕層から荘園を寄進され，経済的には何一つ不
自由しない生活の中で煩瑣な教理研究に没頭していた。
　この後，紀元前後からこうした僧院仏教に疑問を感じた出家者たちが始めたのが大乗仏教運
動である。この大乗仏教の担い手は，当初は悟りに遠いとされた在家信者たちであるとされて
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いたが，最近では部派仏教の在り方に疑問を感じていた僧院内の進歩的な出家者が在家信者と
起こした運動であるとする説が一般的となった。
　主たる大乗経典としては，『般若経』『法華経』『華厳経』『涅槃経』『無量寿経』などがある。
漢訳で『阿含経』と称される初期仏典とは異なり，大乗経典は次の三つの特徴を共通に備えて
いる。
　第一は仏陀観の変化である。大乗経典も型式としては，釈尊が弟子に向かって教えを説く仏
説のかたちを採るが，仏は宇宙の根本仏として，姿・形のないものとしてイメージされ，いわ
ばキリスト教の神にも似た感覚で説かれていることである。これを法身仏と称するが，現実に
説法する仏は化身もしくは応身とされ，法身仏はほぼ永遠に近い存在であるが，応身仏は寿命
のある生身の人間である。キリスト教の神とイエス・キリストとの関係にも似ているが，上記
の二身説に加えて，後には三身説（法身仏・報身仏・応身仏）もあらわれる。この仏身論につ
いては，私がまだ十分に理解していないため詳述はできないが，法身仏がキリスト教の神と異
なる点は，後者が裁く神であるのに対し，法身仏は人々を包み込むような存在としてイメージ
されることである。
　また加えて仏は人間と隔絶した存在ではなく，人間が修行して悟りを開いたものであること
から，釈尊を中心にそれよりも以前の過去仏，現在他方仏，未来仏の存在が考え出された。浄
土教の中心となる阿弥陀仏や毘
び
盧
る
遮
しゃ
那
な
仏
ぶつ
，大日如来などがその例である。
　第二は菩
ぼ
薩
さつ
の観念の変化である。部派仏教の時代には，仏陀の神格化が進み，偉大な釈尊は
長い時間をかけて悟りに達したに違いないとの考えから，多くの仏伝（釈尊の前世物語，ジャー
タカという）が作られ，この時期，菩薩は釈尊の修行時代を示す一種の固有名詞とされていた。
一般の出家者は仏にはなれず，それ以前の阿
あ
羅
ら
漢
かん
という位までしか到達できないとされていた。
これに対して大乗仏教では，あらゆる人間に仏になる素質がある仏性論が現れ，菩薩は悟りを
求める人という一般名詞となった。
　第三は，上記の菩薩道と深く関係するが，部派仏教の時代には，出家者は阿羅漢にまで達す
ること，つまり自利だけが修行の目的だったが，大乗仏教では，修行の目的として苦しむ人々
を救うという利他行が重視されるようになった。これを自利利他円満という。以上のように，
大乗仏教運動は在家信者をも含む幅広いものとなり，これから採り上げる浄土教もこうした特
徴を持つことになる。そして西域から中国・朝鮮を経て日本に伝わった仏教は，こうした大乗
仏教であった（これに対し，東南アジア諸国に伝わった仏教を上座部仏教と称し，初期仏教の
色彩を強く残している）。
20-01-086　011　内山新吾.indd   220 2020/02/27   17:43:51
―　親鸞　『歎異抄』についての覚書　― 221
2．インド・中国における浄土教の展開
　以上に大乗経典の持つ基本的な特徴を略述したが，続いて浄土教について概論してみる。現
在の浄土真宗では，インドの龍樹・世親，中国の曇鸞・道綽・善導，日本の源信・源空（法然）
を七高僧として礼
らい
拝
はい
の対象とする。阿弥陀如来は浄土教の中心であるが，阿弥陀とはサンスク
リット語のアミターユス（無量寿），アミターバ（無量光）を音写したものであり，無量寿仏・
無量光仏とも訳される。この起源はゾロアスター教など，外来の神格を導入したものであると
いう理解が一般的であったが，平岡聡氏によると，最近ではインド仏教の内部に起源を求める
説が有力だという。すなわち，釈尊の神格化が進むにつれ，多くの仏伝で言及される燃灯仏授
記（釈尊がはるか昔の前世において，修行の後，必ず仏になるという保証を得た物語）をベー
スとして浄土教の中心的な経典とされる『無量寿経』において，世自在王仏からまだ法蔵菩薩
と呼ばれていた阿弥陀仏が修行の目標である四十八願を宣言した後に授記されるという物語に
発展したというのである。
　さて，浄土教の中心経典は浄土三部経としてまとめられ，上記の『無量寿経』の他に，『観
無量寿経』，『阿弥陀経』があるが，日本の浄土教を理解する上で特に重要なのが，法蔵菩薩の
四十八願のうち，第十七願，第十八願，第十九願，第二十願である。この部分を大角修氏の現
代語訳で引用すると次のようになる。
・第十七願「たとえ，わたくしが仏になる時が来ても，もし十方世界の無量の諸仏がことごと
く我が仏名を讃え，我が仏名を称えないなら，わたくしは仏になりません」
・第十八願「たとえ，わたくしが仏になる時が来ても，十方の衆生が至心信
しん
楽
ぎょう
，すなわち心か
ら我が本願を信じ，わが国土に往生したいと願って，乃至十念，十回だけでも我が仏名を称
え，もし往生することができないようであれば，わたくしは仏にはなりません。ただ母殺し，
父殺しなどの五逆の重い罪と，正しく示された法を誹謗する深い背徳の人は，除かねばなり
ません」
・第十九願「たとえ，わたくしが仏になる時が来ても，十方の衆生が菩
ぼ
提
だい
心
しん
（悟りを求める心）
を発して功徳を積み，至心発願して我が国土に往生したいと願ったのに，その人の臨終に，
わたくしが聖
しょう
衆
じゅ
に囲まれてその人の前に立ち，臨終の人の心が乱れることがないようにでき
になら，わたくしは仏になりません」
・第二十願「たとえ，わたくしが仏になる時が来ても，十方の衆生が我が仏名を聞いて心に我
が国土を念じ，よく善を修して功徳の本を育て，至心に回向する功徳の働きをもって我が国
土に往生したいと願ったのに，それを遂げることができないなら，わたくしは仏になりませ
ん」
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　この中でも第十八願は王本願とされ，特に重要視されるが，ここに記された念仏の観念が，
易行とされるまでには，紆余曲折がある。浄土真宗の七高僧の順でこの問題を概観する。
　まずインドの龍樹であるが，彼は中
ちゅう
観
がん
哲学の祖とされ，『般若経』の空思想に哲学的基盤を
与えたが，龍樹が例外的に浄土教に触れるのは『十住毘婆沙論』という著作である。この中に
難行道と易行道についての記述はあるが，特に念仏観に限ると鎌倉時代以降の日本の浄土教で
中心的な行とされる口
く
称
しょう
念
ねん
仏
ぶつ
ではなく，高度な集中力を必要とする観想念仏（仏の姿をイメー
ジすること）であり，しかも一般の信者ではなく，出家者である菩薩を対象としている。口称
念仏については，あくまで観想念仏に至る準備的な行として述べられているに過ぎない。同時
に注意が必要なのは，龍樹は念仏による死後往生については何も述べず，あくまでも菩薩の修
行の一階梯としての現生不退転の位を目指すものとしていることである。
　次に世親であるが，彼は唯識学派の祖として有名である。唯識とは仏教の深層心理学である
と理解できるが，浄土教関係では『往生論』という著作を残している。ここでは龍樹と違って
阿弥陀仏による他力往生が説かれるが，これも一般の信者を対象としたものではなく，初級の
菩薩以上の出家者が対象である。従って途中までは止観行という自力での高度な修行が必要と
される。しかも口称念仏については同書では触れられていない。
　続いて中国における浄土教の展開であるが，まずは曇
どん
鸞
らん
（476 ～ 542）である。曇鸞は龍樹
の中観哲学を学んだ学僧であるが，後に『観無量寿経』を通じて浄土教に接近した。インドに
起源を持つ法滅思想が中国では，正法・像法・末法の三時説に発展し，早くも曇鸞の生きた時
代は末法時代とされ，現実社会の乱れた「五濁悪世」を嘆き，このような時代にふさわしい仏
教として浄土教を称揚した。インドでは見られなかった他力易行道を難行道にかわる主たる行
法とした点に曇鸞の功績がある。関係著作としては，世親の『往生論』の注釈書である，『往
生論註』がある。
　しかし曇鸞は中観哲学の大家であって唯識学には詳しくなく，世親を中観哲学の観点から再
解釈したという側面を持つ。その際，重要なのは，往生のための行を最初から純粋な他力の行
とした点である。しかし口称念仏を中心の行とした訳ではないことにも注意しなければならな
い。
　次に道
どう
綽
しゃく
（562 ～ 645）である。道綽は『涅槃経』の教学を学んだ学僧であるが，『安楽集』
を著して浄土教に接近した。背景にあるのは，やはり末法時代への危機意識であり，特徴的な
のは，能力の有無に関係なく聖人も凡夫もともに往生できると説いた点である。主な修行法は
観想念仏であるが，口称念仏は観想のための補助的かつ準備的な行と位置づけられており，こ
の点で龍樹の思想が継承されている。
　最後は善導（613 ～ 681）である。善導ははじめから浄土教の研究を自らに課し，『観無量寿
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経』の注釈書である『観経疏』など浄土教関係の著作が多数ある。善導の功績は次の四つにま
とめることができる。まず第一に「指
し
方
ほう
立
りっ
相
そう
」という極楽浄土観を提唱したことである。曇鸞
も道綽もその浄土観は唯心的な無形の浄土であったが，善導は，極楽浄土を西方に位置する有
形のものとした。第二は，往生のための中心的な行を口称念仏としたことである。善導自身は
観想念仏をも経験しているようだが，末法の時代の凡夫のために口称念仏を「正定業」とした
点である。第三は善導に至って行が単純化された反面で，信の要素を非常に重要視したことで
ある。特に「三心」と言われる『観無量寿経』の中の至誠心・深心・回向発願心を凡夫も必ず
持たなければ往生できないとした。至誠心とは「内と外とが真実の心であること」，深心とは「機
の深心（自分が自力では解脱できない罪悪深重な凡夫であることを深く信じること）と法の深
心（能力の劣った凡夫でも阿弥陀仏の願力で往生できると信じること）のこと」，回向発願心
とは「自分や他者が修めた善根を全て浄土往生に振り向け，それを強く願う心」である。そし
て第四は，懴
さん
悔
げ
の思想である。自分が能力の劣った凡夫であることを自己省察することだが，
曇鸞・道綽と異なり，善導は，僧である自分も凡夫の一人であると位置づけ，深く自己省察を
行ったことである。この善導の登場をまってはじめて法然に始まる易行道としての浄土教が起
こるのであり，法然は「偏
へん
依
ね
善導」と自らの教義体系を名付けることになるのである。
3．法然の浄土教
　前にも記したことだが，日本で念仏というと「南無阿弥陀仏」という六字名号を称える口称
念仏をイメージするのが一般的である。しかし，このイメージは法然の浄土宗以降のことであっ
て，そこに至るまでにはかなりの期間を要している。古来の日本の仏教は鎮護国家の思想が強
く，個人の救済を説く思想とはあまり縁がないとされてきた。しかし，聖徳太子の仏教理解に
見られる如く，また多くの私度僧（僧侶として公認されていない聖
ひじり
）の活躍にも見られる如く，
民衆の間にも仏教はゆったりとしたペースではあるが浸透していった。
　浄土教に関して言えば，聖徳太子没後の作品である「天寿国繡帳」が浄土をイメージしてい
ることに見られるように，早くから伝わってきていたが，その思想が広く展開しはじめたのは，
平安朝に入ってからのことであり，特に天台宗において研究されてきた。この天台浄土教の中
でもエポックメーキングな人物となったのが『往生要集』を著した源信であった。天台浄土教
においてもはじめは観想念仏が主流であり，源信も口称念仏は補助的な行と位置付けている。
しかし源信は往生の仕方を詳細に著し，ここに彼が七高僧に名を連ねる理由もある。
　さて法然であるが，彼は親鸞にいろいろな意味で深い影響を与えた人物なので，その生涯と
思想について，多少，詳しく記してみることにする。法然は 1133 年に現在の岡山県に生まれた。
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父は地方豪族の漆
うる
間
ま
時国であるが不仲にあった他の豪族の夜討にあい，殺されてしまった。法
然はこの時，9 歳であったが，父の遺言に従い，近くの叔父が住職をしている寺に引き取られた。
　法然の非凡な才能を見抜いた叔父は，彼が 15 歳の時に比叡山に連れていき，法然は間もな
く正式に出家する。彼はその時，既に世俗化していた比叡山で出世を望むこともなく，西塔黒
谷に遁世すると叡空の下で学問と修行に専念した。一切経を繰り返し読むなど，研鑽に励んだ
が，一向に解脱せず，悶々とした日々を送った。しかし 1173 年の春，善導の『観経疏』を読
んで感動し，比叡山を下りて東山吉水に庵を構える。
　善導に倣って口称念仏を主たる行とする法然の教えは，九条兼実のような公家や熊谷直実の
ような武士から一般の民衆まで広く伝わり，親鸞もその弟子となった。しかし旧仏教側からは
自らの存在を危うくするものとして警戒され，度々の法難にあうことになる。中でも 1207 年
の建永の法難は，その最たるものであって，念仏停
ちょう
止
じ
の宣旨と共に土佐に配流となった（この
時，親鸞も越後に配流となる）。しかし同年の暮れには赦免され，すぐに京都に戻ることはで
きなかったが，4 年後には京都に入る。しかし翌年の 1212 年，遺言とも言うべき『一枚起請文』
を残し，80 歳で亡くなった。
　さて，法然の略歴については以上の如くであるが，思想面ではどうであったか。法然の主著
は『選択本願念仏集』であるが，その趣旨は，口称念仏を通じて阿弥陀仏の本願力を信じ，ひ
たすら「南無阿弥陀仏」を称えることであった。末法の時代の能力の劣った人々が往生するた
めの易行に他ならなかった。
　彼の思想は善導の教えを忠実に守ることに主眼があったが，善導とは重きを異にした部分も
あった。それは三心（至誠心，深心，回向発願心）の問題である。善導は，口称念仏に専念し
ても，この三心を備えなければ，往生することはできないと述べていたが，法然はたとえ形式
的に念仏を唱えることからはじめても，この易行の深まりと共に，称名念仏の実践の中から，
三心は自ずから湧き出るというよりは，念仏の功徳のうちに三心は自然に包摂されているとい
うことであった。この点で法然には善導を超えた部分もあったのである。
　以上が法然の生涯と思想のあらましであり，親鸞が世に出るまでの思想的系譜である。
4．親鸞の生涯
　親鸞は1173年，京都の宇治市に近い日野に生まれた。父は藤原氏の血を引く公家の日野有範，
母は源氏の出身である吉光女であった。しかし父有範は親鸞が幼少の時，出家しており，母は
早くに亡くなった。親鸞は叔父の日野範綱の下で兄弟と共に養育されていたが，九歳の時，後
に天台座主となる慈円のもとで出家した。以後 29 歳までの 20 年間を比叡山で過ごすことにな
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る。その間，どのような修行生活を送っていたか，詳細は不明であるが，後述する親鸞の妻，
恵信尼の手紙によると横川の常行三昧堂で堂僧として勤めていた。常行三昧とは，円仁のもと
で行われるようになった行だが，阿弥陀如来像の回りを口称念仏を称えながらぐるぐると歩む
修行である。お堂ではこの他に不断念仏といった行も行われ，堂僧とはこうした行をすると共
に法要などがある時には聖歌隊のような役目をするものであった。いずれにしても，僧として
は最下級の位である。
　親鸞はいかなる修行を行っても，煩悩を断じ，悟りを得ることはできないと感じ，ひどく悩
んでいた。と同時に聖徳太子を尊崇し，19 歳の時に磯長（しなが）の聖徳太子の廟に参詣し，
参籠した。この時，残りの人生が十余年であるとの夢告を得ている。こうして焦燥感にとらわ
れた親鸞は，28 歳の時，無動寺の大乗院に籠る。ここでも聖徳太子の夢告を受け，さらに 29
歳の時，これも聖徳太子ゆかりの京都六角堂に百日間の参籠を行った。ここで 95 日目に
夢告を受け，これに促される形で，吉水の法然の庵を訪ねた。そして百日間，通い続けて「た
だ念仏して弥陀に助けまいらすべし」という言葉に救いの道を見出し，入門した。
　法然の下には多くの高弟がいたが，若い親鸞も頭角を現し，33 歳の時に『選択本願念仏集』
の書写と法然の肖像画を描くことが許されている。また 1204 年の元久の法難の際には『七箇
条制誡』に署名していることからも，法然の信頼の厚かったことが窺い知れる。
　1207 年の建永の法難では師，法然と共に流罪を宣告された。元来この法難は後鳥羽上皇が
熊野参詣で御所を留守にしていた時に，仕えていた二人の女官が別時念仏の会に出席し，無断
で出家したことが，上皇の怒りに触れ，その結果，念仏停止の宣旨と共に，法然自身と門下の
弟子数名が配流または死罪を命じられたことである。法然が土佐に流されたことは先にも少し
触れたが，親鸞も僧籍を剥奪された上で，越後の国に流された。1211 年，39 歳の時，赦免さ
れたが，この時，彼は自らの立場を非僧非俗とし，その後公文書等に署名する時に，愚禿親鸞
と申す旨を願い出て許されている。
　越後の国での生活ぶりは不明なことが多いが，親鸞はこの時期，この地の豪族，三善為教の
娘である恵信尼と結婚している。従って，流罪生活の困難は幾分か和らげれたと思われる。親
鸞の妻帯については諸説あり，既に京都の法然門下の頃には妻帯していたという説もあるが，
ここでは石田端麿氏の考察に従って越後配流の後，結婚したとしたい。従って親鸞は僧籍を剥
奪された後に，結婚したのであり，特別にこの点での戒を犯したとは言えないのではないかと
思われる。
　さて親鸞は，赦免された後，京都には戻らず，関東に移住した。越後時代に師，法然の死の
報に接しており，そのことが帰洛を思いとどまらせた主要な原因とも思われるが，とにかく，
信濃，上野，武蔵，下総の各国を経由して常陸に入った。その旅の折，佐貫の庄という所を通っ
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たが，この時に一つのエピソードがある。すなわち，この地方では凶作により，人々が苦しん
でいたのだが，彼はそうした人々の利
り
益
やく
のために浄土三部経を千回読誦するという行を行おう
とした。しかし，途中で，今まで往生のためには口称念仏の他に何が不足なのか，今さら経を
読誦して何の利益があるかと思い返してやめたという。このエピソードは恵信尼文書の中に記
されているので確かなことと思われるが，他力の信心を確実なものとすることがいかに難しい
ものであるかを親鸞自身が示した事例として貴重である。
　常陸の国に入った親鸞は，住居を転々としたが，最終的に，現在の水戸市に近い稲田に草庵
を建てて本拠地とした。彼はここで関東農民たちへの熱心な教化活動を行ったが，同時に念仏
の功徳を立証するための理論書である『教行信証』の執筆も開始する。この書の成立年代は今
もって確定できていないようであるが，この稲田は経・諭書をはじめとする文献の収集にも便
利な土地柄であったようである。
　さて関東での教化活動によって，多くの門徒集団が生まれ，後に親鸞の曽孫，覚如が本願寺
を建立し，後に蓮如によって大教団となるまでは，有力な教団であった。しかし親鸞は彼らの
指導者であるというよりは，同行・同朋として自らを位置付けていた。
　1235 年ごろ，親鸞は突如として京都に戻る。63 歳の頃であるが，この時，恵信尼は越後に
帰り，単身での帰京となった。帰った理由についてもよくわからないというのが現状であるが，
法然の直弟子の中のただ一人の生存者として，念仏弾圧の気風が強かった京都において，法然
の念仏信仰を守るためという説，『教行信証』完成のためであるとする説などがある。しかし，
晩年の親鸞は和讃の作成等著作活動に専念し，必ずしも積極的な教化活動は行わなかった。関
東の信徒とは頻繁に手紙でやり取りし，また関東から上洛する信徒も多かった。
　しかし念仏信仰は易行だけに，異議を生じやすく，関東の信徒間ではかなりの混乱も見られ
た。そこで親鸞は，1256 年，息子の善鸞を関東に送り，混乱を収拾させようとした。しかし
善鸞は，父の期待に沿うばかりか，自分は念仏以外の特別の秘法を父から伝授されたと虚言を
はき，かえって混乱を助長した。そのことを手紙で知った親鸞は同年 84 歳の時，善鸞を義絶
した。その後も著作活動は続けられたが，1262 年，90 歳の時，親鸞は亡くなった。格別の奇
瑞も起こらなかったと傍についていた末娘の覚信尼は書き送ったが，恵信尼は親鸞が観音菩薩
の化身であるという夢を見たという返信を出し，親鸞への尊敬の意を明らかにしたという。以
上が親鸞の生涯に関するあらましである。
5．歎異抄，成立事情と全体の構成
　以下，増谷文雄氏の解説によりながら，『歎異抄』の成立事情と全体の構成について概観し
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ておきたい。まず成立時期であるが，増谷氏は，これを親鸞滅後，大体 30 年が経過した後の
1290 年頃としている。親鸞の伝記・語録には『御伝鈔』『執持鈔』『口伝鈔』等があるが，こ
うした記録の中では本書は最も早く成立したものであり，後の記録類にも強く影響を及ぼして
いる。本書の筆者が誰であるかについては古くから議論があったが，明治の終わりころまでは，
親鸞の孫で義絶された善鸞の子である如信上人説と関東における親鸞の門下の一人である唯円
説の二つがある。もっとも親鸞の弟子の中には唯円が二人存在することが明らかにされている
が，そのうちの一人は鳥
とり
喰
ばみ
の唯円という者で，親鸞の門下にいた者としては既に老齢であり，
筆者とはとは考えられないとする。もう一人は河和田の唯円で，河和田は現在の水戸市の近郊
であるが，若くして晩年の親鸞の下で出家し，弟子として如信上人の時代まで親鸞の縁故者に
親しく仕えたという。このように両説があったが，明治の終わりころから昭和のはじめにかけ
て活躍した教学者，近
ちか
角
ずみ
常
じょう
観
かん
が唯円説を強く提唱し，現在は唯円説が定説となっている。
　『歎異抄』成立の頃は，鎌倉新仏教の提唱者，つまり祖師たちが相次いで亡くなった後のこ
とであり，その後継者の時代となっていた。法然の開いた浄土宗を中心に専修念仏の様々の流
派が日本国中に広まっていた時期である。しかし専修念仏の教えは易行であるが故に，様々な
異議を生じやすく，法然から親鸞へと相承されていた正統の教えには沿わない俗説も多くあっ
た時期である。唯円は，こうした現状に対して憂いを抱き，正しい教えを後代に残すためにと
いった思いで本書を執筆したのである。
　次にこの『歎異抄』の構成であるが，まず最初に漢文体の序文が書かれており，本書執筆の
理由が述べられている。第二に本文であるが，この部分はさらに次の三つに分かつことができ
る。①親鸞の語録，②唯円の異議批判，③唯円による後書である。第三に付録であり，建永の
法難にかかわる記述である。『歎異抄』の写本には数種類があるが，蓮如の写本が最も整った
かたちを示していると言われ，この写本には最後の部分に蓮如の奥書があり，本書の取り扱い
には十分な注意がなされるよう述べられている。
　以上が，本書の成立事情と構成の概観であるが，以下に全十八段に及ぶ本文の語録，異議批
判，後書の内容について簡単な箇条書きにして記しておく。そしてこれらの各段の中から特に
重要だと思う部分を選び，内容と識者の解釈を紹介した後，全体について私自身の感想を述べ
たいと思う。
1 ．阿弥陀仏の本願
2 ．いづれの行も及びがたき身
3 ．悪人正機説
4 ．聖道の慈悲，浄土の慈悲
5 ．一切の有情はみなもて世々生々の父母兄弟なり
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6 ．親鸞は弟子一人も持たず
7 ．念仏者は無碍の一道なり
8 ．念仏は行者のために非行非善なり
9 ．念仏申しさふらへども踊躍歓喜のこころおろそかにそうろうこと
10．念仏は無義をもて義とす
11．一文不通のともがらの念仏まうすにあふて，なんじは誓願不思議を信じて念仏まうすか，
また名号不思議を信ずるかというと，いひおどろかしてふたつの不思議の子細をも分明にい
ひひらかずして，ひとのこころをまどはすこと
12．経釈をよみ学せざるともがら，往生不定のよしのこと
13．弥陀の本願不思議におはしませばとて，悪をおそれざるは，また本願ぼこりとて，往生か
なふべからずということ
14．一念に八十億劫の重罪を滅すと信ずべしということ
15．煩悩具足の身をもてすでにさとりをひらくということ
16．信心の行者，自然にはらをもたて，あしざまなることをもおかし，同朋同侶にもあひて口
論をもしては，かならず廻心すべしということ
17．辺地の往生をとぐるひと，ついには地獄におつべしということ
18．仏法のかたに施入物の多少にしたがひて，大小仏になるべしということ
6．歎異抄，各条の内容
（1）　阿弥陀仏の本願
　第一条では，阿弥陀如来の誓願の不思議にたすけられて往生を遂げるのだと信じ，念仏を申
そうと思い立つ心が起こった時，その時，その人は如来の摂取して必ず救うという，ご利益に
あずかっている。如来の本願は，老少善悪とを全く選ばずに，救われるためには信心が必要な
のである。なぜなら如来の本願は，罪悪深く，煩悩の燃え盛る人々を救おうとするものだから
である。従って，本願を信ずるのであるならば，他の善は必要ではない。念仏にまさる善はな
いからである。悪を恐れる必要もない。如来の本願を妨げるほどの悪はないからである。
　識者の本条に対するコメントを見るならば，増谷文雄氏は次のように述べている。すなわち
本条の原文は，唯円の筆でもって記された親鸞の生の言葉である。ただ注意しなければならな
いのは，本条の言葉が法然門下の高弟であった聖覚の『唯信鈔』から引かれていることである。
親鸞も唯円も『唯信鈔』をそらんじていたであろうと増谷氏は推測しているが，これは親鸞の
聖覚への深い尊敬の念を実証するものである。実際，親鸞は，『唯信鈔』を書写して多くの門
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弟に送っているばかりでなく，1250 年，78 歳の頃『唯信鈔文意』という注釈書をも作成して
いる。
　それを前提に考えるならば，念仏の教えの総論は，本願への信と念仏という行をもって骨格
をなす。略すれば，信と行である。この点，聖覚と親鸞は全く一致しているが，若干の差異も
ない訳ではない。すなわち聖覚は「念仏の一行をつとめて余行をまじえざれ」とするのに対し，
親鸞は念仏を称えようという心の起こった時，その人は既に「絶対慈悲」の救済にあづかって
いるのだと説く。このニュアンスの差から後世の浄土宗では「念仏為本」の立場を採り，浄土
真宗では「信心為本」の立場を採る。しかしながら，後の宗学者達がこのような細かい問題で，
盛んに論議を行い，両者が別々の宗派となったことから，争いも起きることとなった。
　しかし，翻って原典を見れば，聖覚・親鸞共に，信と行は一体のものであり，分かつことの
できないものである。しかも共に「如来よりたまわりたるもの」なのである。ただ何故に二人
の師である法然が『選択本願念仏集』の中で「往生之業念仏為先」という表現を入れたかと言
えば，法然は「人
にん
師
じ
」すなわち先生の立場で，まず多くの人々を救済の道に引き入れようとし
たことが，このような表現を採らせたのだと増谷氏は言う。これに対し，親鸞は先の生涯の項
でも触れたように，門弟と親鸞の関係は，同朋・同行であった。法然は念仏道の提唱者として，
そのような立場を採らざるをえなかったのであり，これを看過して両宗派をいたずらに対立さ
せることは，本来の教えを理解するにあたって，不毛なことと思われるのである。
　次に野間宏氏のコメントを見てみる。野間氏は，この第一条は『歎異抄』の全体の意味を明
らかにしている章であって，第二条以下を読んでいても，常に立ち返って各章の意味を確認す
るための文言だと言う。他力念仏者は，この条に書かれている念仏門の根拠の上に常に立つべ
きなのであるが，しかしこれを体得するに当って，難関が横たわっているという。野間氏の引
用されている言葉で言うならば，「本願を信ぜんには，他の善も要にあらず，念仏にまさるべ
き善なきゆえに。悪をもおそるべからず。弥陀の本願をさまたぐる程の悪なきゆえに」という
点である。つまり専修念仏者は，一般社会の道徳を超えなければならない。善悪ともにである。
人間は元来，道徳動物であるから，一般的な道徳感からはなかなか離れられない。従って親鸞
は，「その離れがたい道徳から離れなければならない」と言っている。野間氏はこのように解
釈する。換言すれば，人間が人間を超えなければならないのであるが，そのやり方は，野間氏
によれば弥陀の本願を信じること以外にないと言う。言葉をかえれば，阿弥陀如来のがわのイ
ニシアティブで信と行をたまわることによって，可能となるのである。念仏は「善悪を遠く超
えた大慈悲」に人間を導き入れる手段なのである。そうはいっても，体得はやはり困難である。
野間氏はこの視点から『歎異抄』の解読を試みるのである。
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（2）いづれの行も及び難き身
　第二条は次のような内容である。関東の門弟達がはるばる十余か国の境を超え，身命をかえ
りみずに親鸞を訪ねて来られた志は，往生極楽の道を質し，聞くがためであろう。ただもし親
鸞が念仏の他に（秘密の）往生の道，経典なども知っているであろうと考えているならば，そ
れは大きな誤りである。もしそのようなことの詳細が知りたければ，奈良や比叡には立派な学
僧達がたくさんおられるから，ぜひ会って往生の要をとくと聞くがよい。親鸞においては，た
だ念仏を申して弥陀にたすけていただくがよいと法然上人のおおせをいただいて，信ずるだけ
であって，その他には何も無い。念仏が浄土に生まれる種であるか，地獄におちる業であるか，
自分は全く知らない。たとえ法然上人にだまされて，念仏申して地獄におちたからとて，決し
て後悔はしない。他の行に励んで，仏になれる者が念仏申して地獄におちたのなら，後悔も起
こるかもしれないが，何の修行もできない身であるから，はじめから地獄におちることに決まっ
ているではないか。しかし，弥陀の本願がまことであるならば，釈尊の教えはうそであるはず
がない。また善導の注釈もいつわりではない。それなら法然のおおせもまたそらごとではない
だろう。そのおおせが誠であるならば，親鸞の申すこともうそではないだろう。自分の信心は
このようなものである。このうえは念仏を信じようと捨てようと全ては皆さんの考えしだいで
ある。
　識者のこの条へのコメントとしては，第一に梅原猛氏のものを取り上げたい。梅原氏は越後
流罪を赦免された親鸞が，すぐに京都には戻らず，常陸の国の稲田を拠点として念仏布教を行っ
たが，この僧籍を剥奪され，しかも肉食妻帯を実践する（もっとも，この点については僧籍剥
奪後のことなので問題はないはずだが），この人物が多くの門弟を集めることができたのは，
梅原氏によるならば，真摯な信仰態度の故であろうとされる。
　しかし，先の生涯のところでも触れたように，親鸞は 63 歳の頃，一人で京都に帰ってしまう。
その後，様々な異端邪説が飛び交い，関東の門弟達の間に混乱が起こった。親鸞は息子の善鸞
を送ったが，それも空しい結果に終わった。そこで関東の門弟達は，上京して真意を正そうと
した。それがこの場面であるというのである。
　遠路はるばる京都を訪れた門弟達に対する言葉としては，突き放したような物言いである。
念仏が浄土に生まれる種になるか，それとも地獄に落ちる業になるかは，全く知らないと言う
のである。しかし，この親鸞の言葉に対し，梅原氏はユニークな解釈を行っている。すなわち
これは，日蓮の念仏弾劾の言葉に対する反批判だというのである。その反批判の仕方が，親鸞
らしいと梅原氏は言う。「自分のような者は地獄に落ちるより仕方がないので，たとえ法然上
人にだまされても何の後悔もない」という親鸞の言葉は，法然上人という「よき人のおおせ」
に対する絶対の信頼と阿弥陀如来への熱烈な信仰に裏打ちされていると梅原氏は解釈する。
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　多くの識者は，若き唯円もこの場にいたであろうと推測するが，梅原氏もこの説をとり，逆
に親鸞に対する絶対の信頼が生まれたのであろうとする。原文がそれ程の迫力を持った筆致で
描かれていることがそれを証明するであろう。
　次に野間宏氏のコメントを見てみる。野間氏は，平安末期から鎌倉時代における浄土念仏門
の出現によって，日本の仏教は広く国民全体の中に広がることができたとする。極言すれば，
それまでの仏教は貴族階級の独占物だったという。六字名号（南無阿弥陀仏），唱題（南無妙
法蓮華経）の単純なかたちの中に，全教義を圧縮すると共に鎌倉仏教の祖師方は，禅宗は別か
もしれないが，日本人の心の構造を知り尽くしていた。つまり，短歌や俳句といったごく短い
詩形で全宇宙や全人生を捉えることを好んだ日本人に，この単純化された行が根付くことをあ
らかじめ考えに入れていたというのである。
　しかし，単純な形に圧縮された，この信と行があまりにも易行であるが故に，一般の人間は
信じる心と共に迷う心も出てくると野間氏は言い，両者は堂々巡りの関係にあるという。そこ
で親鸞は，そのような人情を超えた信と行の在り方を説いたのである。既に第一条のところで
明らかにしたように，念仏を申そうという心が起きた時，それは人間の自発性というよりも，
仏の力によって，仏の側のイニシアティブによって起こされた心であるということを想定すべ
きである。繰り返しになるが，あらゆる衆生が仏の摂取不捨という利益にあずかっているので
ある。親鸞は，20 年間に及ぶ比叡山での修行を経た上で，専修念仏以外の往生への道は，も
ちろん法然の導きを主因とするが，「罪悪深重・煩悩熾盛」の衆生にはないと確信した。それ
が「念仏はまことに浄土にむまるる種にてやはんべるらん，また地獄におつべき業にてやはん
べるらん，惣じて存知せざるなり」という強い言葉となって現れた。こうした親鸞の徹底的な
自己省察がこの段のやり取りの背後に存していることを，野間氏は指摘しながら，梅原氏とは
また異なる解釈を提示したのである。
（3）　悪人正機説
　第三条は，最も有名なところであるが，次のような内容である。善人でも往生するのだから，
まして悪人が往生しないはずがない。ところが世間では，悪人だって往生するのだから，まし
てや善人はと言う。一見，道理のようにみえるが，本願他力の主旨に反する。なぜならば自力
作善，自力で善をなそうとする人は，ひとすじに他力によりたのむ心がないのだから，弥陀の
本願の主旨にそうものではない。そういった人でも，自力の心をひるがえし，他力によりたの
む心となれば，まことの浄土に往生することができるであろう。しかし煩悩熾盛の衆生はいづ
れの行によろうとも，生死の流転を離れるとはできない（つまり，解脱して悟りを得ることが
できない）。それを憐れみ下さって，本願を起こされた如来の本意は，悪人成仏のためなので
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ある。従って，他力によりたのむ悪人こそ往生の正機なのである。それだからこそ，善人だっ
て往生するのだから，まして悪人は真っ先に往生するとおっしゃられたのである。
　この条は「善人なをもて往生をとぐ，いはんや悪人をや」という最もポピュラーな文言を含
む章であるが，識者のコメントは意外に少ない。後に取り上げる第 13 条の宿業論と組み合わ
せて論じられることが多いので，詳細はその部分で取り上げるとして，ここでは，作家の真継
伸彦氏と野間宏氏のコメントに触れておく。
　まず真継伸彦氏だが，氏は仏教の根本的な教え，つまり人間が修行して解脱し，悟りを開か
ない限りは，六道輪廻を離れることはできないという前提から，本章の意味を次のように解説
する。問題は，ここで扱われている善人・悪人の意味内容にかかわることであるが，真継氏は，
悪人の意味を前世において有効な仏道修行を行いえなかった者ととらえる。人間界というのは
六道輪廻の世界の一つであるが，私達が人間としてこの世に存在していること，それ自体が前
世において成仏できなかったという事実を意味しているという。今の世に存在していること，
それ自体が誰もが生まれながらの悪人であるといった認識である。
　反対に善人とは，今の世を最後に六道輪廻を離れようと志して，自力の仏道修行に励む人々
を意味する。しかしおおかたの人間は，苦にあえぎながらも，そのような修行は実践できない
ままである。そこで阿弥陀如来は，修行時代に誓願を起こして，多くの「悪人」を救おうとし
た。これがこの条の「善人なをもて往生をとぐ，いはんや悪人をや」という一つの逆説として，
深い自己省察を行った親鸞が，常識を覆すために語った言葉なのである。しかし注意しなけれ
ばならないのは，この逆説が正説となるためには信心の獲得という心の革命，つまり廻心がな
ければならない。しかしこの廻心は何かを信じる能力を持たない，愚痴無知の人間が阿弥陀如
来から信心そのものを賜ることによってはじめて可能となるのである。「如来の勅命」という
言葉で表現されるこの廻心が，まず肝要であるという現実を私達は見据えなければならない。
以上が真継氏の悪人正機説に対する解釈である。
　次に野間宏である。野間氏は第二条での親鸞の地獄に落ちても後悔はしないといった言葉を
契機として，本章でのコメントでは，まず地獄について考察を加える。日本における極楽・地
獄のイメージ形成に大きな役割を果たしたのは，先にも少し触れたように源信の『往生要集』
である。明記はされていないが，念仏者は阿鼻地獄に落ちると，おそらくは旧仏教側の批判者
（或いは日蓮も含まれるのかもしれないが）達が，声高に批判した，その地獄行きをも親鸞は
決して恐れない。「いづれの行をも及び難き身」であることを強く認識していたからであろう。
　しかし，考えなければならないなのは，当時の日本が戦乱に次ぐ戦乱をもってした時代であっ
たことである。建永の法難で越後に流された親鸞は，流人生活とその後の関東での生活の中で
農民，漁夫，猟師といった民衆の姿に強く印象づけられたのであろう。いわゆる悪事を，心な
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らずも犯すことなしには生きていくことすらできない民衆である。悪事を重ねつつ，地獄行き
を恐れ，自分たちを責め苛みながらやっと生きている民衆，彼らは現世の地獄の中にあったの
である。親鸞は自らの「罪悪深重，煩悩熾盛」の身を念頭に置きつつ，そうした民衆を救い得
るのは他力浄土門しかないといった確信を深めていくのである。このような背景の中で，親鸞
の確信の通り，浄土門は日本の大衆の心を捉えることができたと野間氏は言う。
　こうした認識は，野間氏とは全く系譜を異にする鈴木大拙の浄土教認識にも通じるところが
あるのではないかと思う。大拙は，『日本的霊性』（霊性とは宗教意識といった意味合い）の中
で，日本人の宗教意識が大地性といった性質を帯びていることを指摘し，その認得は大地に親
しむことを，換言すれば，大地の苦しみをなめることを通じて涵養されてきたという。親鸞も
関東の農民達と共に暮らす中で，比叡山では得られなかった霊性を直覚することができた。日
本の浄土教が貴族のものから民衆のものに変革されたのは，流人生活を余儀なくされた親鸞の
独特の体験を通じてはじめて可能となったのである。
（4）第 13 章「弥陀の本願不思議におはしませばとて，悪を恐れざることは，また本願ぼこり
とて往生かなふべからざること」
　阿弥陀仏の本願に不思議な力があるといって，悪を恐れないのは，また本願ぼこりといって
往生は許されないということ。これは本願を疑うものであり，善悪の宿業を知らない者の言う
ことである。善き心のおこるも宿業の故であり，悪事を思い，悪事をなすも悪業がそのように
させるのである。故聖人の仰せには卯の毛，羊の毛の先につもるちり程の罪も全て宿業のつく
るものであることを知るがよいとのことであった。
　またある時のこと，「唯円房は私の言うことを信ずるか」とおっしゃられるので「さようで
ございます」と答えたところ，「では私が言うことを決して背かぬか」重ねての仰せであった。
謹んで拝承致しましたところ，「例えば千人の人が殺せるか。そうすれば，そなたの往生は決
定するであろう」との仰せであったので，「仰せではありますが，この身の器量では一人も殺
すことはできません」と答えた。すると「それではなぜ私の言うことに，決して背かないとい
うのか。それでもわかるであろう。何事も思う通りになるならば，往生のために千人殺せと言
えば，すぐにも殺すであろう。だが一人でも殺せる業縁がないから殺さないのである。自らの
心が善いから殺さないのではない。また殺すまいと思っても，百人千人を殺すこともあるだろ
う」との仰せであった。これは私共が，心の善きを善となし，あしきを悪と思って，本願の不
思議な力で助けていただいていることを知らないことを仰せられたのである。以前のことでは
あるが，邪見にとらわれた人があって悪事をなした者を救うとの願であるから，わざわざ好ん
で悪をつくり，往生の業とすべきであると主張し，いろいろと悪い評判があった時，手紙に「薬
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あればとて，毒を好むべからず」としたためられたのは，このような邪見に執着する者を正そ
うとしたものであった。決して悪が往生の妨げとなるというのではない。戒律を守って，はじ
めて本願が信ぜられるというならば，私達はどうして生死の流転を離れることができるであろ
うか。このような浅ましい身も本願に負うていればこそまことに誇らしいのである。だからと
いって，この身に備わっていない悪事は作れるものではない。また海・川に網をうち，釣りを
して渡世する者も，野山に獣を狩り，鳥を捕らえて生を営む人間も，商売をし田畑を耕して生
活する人々も皆同じことである。しかるべき業縁があればどんな振る舞いでもするのだという，
聖人の仰せであったが，この頃では殊勝げに念仏者ぶって善人ばかりが念仏を申すかのように，
例えば，道場に貼り紙をして，これこれのことをなしたる者，道場に入るべからずという者が
いる。外に賢善精進の姿を現じ，内に虚仮をいだくというものであろうか。本願にほこって，
罪を作るのも宿業の故である。善きも悪しきも業報にまかせきって，ひたすらに，本願をより
たのんでこそ，他力というものである。『唯心鈔』にも「弥陀はどれほどの力があられると知っ
て，罪業の身だから救われがたいというのであるか」と述べられている。本願にほこる心があ
るからこそ他力をたのむ信心も定まるというものである。大体，罪業・煩悩をなくしてから，
本願を信じるというのであれば，願にほこる思いもなくてよかろうが，煩悩がなくなれば，そ
のまま仏である。仏にとっては，五劫思惟の願も全く用のなくなるものであろう。本願ぼこり
を戒める人々も，煩悩や不浄を身にまとうていられるらしいが，それが既に願にほこるという
ものではないか。いかなる悪を本願ぼこりというか。いかなる悪を本願ぼこりではないとする
か。それこそ未熟な考えである。
　本章は，本願ぼこりと宿業の問題が扱われている。まず宿業の問題について見てみよう。増
谷文雄氏は仏教における業と宿業の問題について詳しく論じておられるが，その中で親鸞の宿
業観について次のように述べる。親鸞は，人間とはいかに煩悩の強い存在であるかについて徹
底的な省察を行った宗教家であるという。親鸞における煩悩というと，多くの文学者達によっ
て描かれたように，愛欲の問題に限定されることが多かったが，それは全くの興味本位の態度
である。本章の例にもあるように，戦乱の世に生まれれば，一介の，一般的な意味での善人が，
百人も千人も人を殺すような残虐なことをすることもあるだろう。また本書の第 9 章にも出て
くるが，浄土往生が決定していても，経典の言葉通りに躍り上がって喜ぶような気持ちにはな
かなかならないという事実もある。死にたくはない，これも煩悩のなせる業である。いくらで
も事例を挙げることは可能であろうが，人間における煩悩の問題は，極楽往生の妨げにもなり
うる深い難題であろう。
　しかし，阿弥陀如来は，人間がそうした生き物であることを見抜いた上で，誓願，つまり本
願を立てておられるのである。罪悪深重・煩悩熾盛の人間を救う手立てがあるのである。宿業
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を切断し，罪障を消滅させること，これを浄土教では横
おう
超
ちょう
という。横ざまに罪を超越させると
いう力が阿弥陀仏の本願にはあり，これは凡夫にとって全く不可思議としか言いようのないも
のである。
　しかし，これにも，言葉は正確ではないかもしれないが，救われる凡夫の側にもそのための
条件が存在する。すなわち信心の問題である。特に教学の言葉を用いれば，二種深心といい，
機の深心と法の深心の二種類に分かれる。前者は自分が尋常の手段では地獄に落ちるしかない
凡夫であることを徹底的に自己省察し，自分がそのような存在であることを信じることである。
後者は，そのうえで阿弥陀如来の本願力を信じきることである。この二つが備わって，はじめ
て横超も実現する。しかし，これも人間の側のはからいではなく，如来のはからいから始まる
ものであることから，換言すれば「如来よりたまわりたる信心」であるから，この世で救われ
ない者はないと言わねばならないだろう。増谷氏の解説をまとめれば，大体，以上のようにな
る。
　続いて野間氏のコメントを見てみる。こちらは本願ぼこりの問題が中心である。本願ぼこり
というのは，阿弥陀仏の本願は悪人をも救うのであるから，その本願を信じるならば，いくら
でも悪い行為をなしてもよいのではないかという邪見である。親鸞の生きた時代は戦乱の世で
あるから人々は盗みなど悪事を重ねなければ生きることすら難しかった。阿弥陀仏はそうした
意味での悪事をはたらく人間を救う意図をもって本願を立てられたのである。しかし，次第に
戦乱の世が治まり，人々が普通に生活していくことが可能となった時期に敢えて悪事をしよう
とする，そういう本願ぼこりの人々の存在を親鸞の教えに照らして，どのように対処していく
かという新たな難題が浮かび上がってきたのである。
　この問題は非常に複雑である。本願ぼこりの人々に対しては「薬あればとて，毒を好むべか
らず」と自粛を求める声明も出されているが，本願ぼこりの人々を非難する側には，彼らは一
般的な意味での善人であるけれども，自分の心がけで善を行う人々という意味で，自力の要素
がほの見えるのである。だから天下が平和になるにつれて，再び，他力の中の自力の要素が再
来してきたのであり，本願ぼこりを行う人々とそれを非難する人双方が，絶対他力の教えに反
するという事態が出てきたのである。いずれにせよ，この章では，宿業と共に本願ぼこりの問
題が提出されており，この点での有効な解決策は見出されていないようである。野間氏は親鸞
の絶対他力の教えに立ち戻る他はないとしているが，すぐには解決できない問題であることも
確かである。
　以上，『歎異抄』の特別に重要と思われる章について，内容の紹介と識者のコメントを記し
てきた。私は，親鸞に非常に魅力を感じるのであるが，初学者であり，その思想の体系的な説
明はできなかった。従って，親鸞の生涯からいきなり『歎異抄』の内容に入る形となり，理解
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が難しい部分も多々あったと思う。親鸞の思想体系の勉強はこれからの課題である。
　しかし，私が親鸞を十分に理解していないにせよ，以下に二点の論点を挙げて結びに代えた
いと思う。第一は，絶対他力の立場をとる親鸞にとって悟りとはいかなるものかということで
ある。第二は，浄土教の専門用語で言えば，往
おう
相
そう
・還
げん
相
そう
の問題である。
　第一の問題は，「如来よりたまわりたる信心」により，先の二種深心を経た上で，往生が決
定することを悟りとするということである。或いは，より正確に言えば，この世を辞して，浄
土に生まれ，そこで修行して仏になることが，決定していることである。現生でこの位に達す
ることが絶対他力の信心の目標であり，親鸞によれば，この位は仏の次位の地位で，弥勒菩薩
と同じとされる。昨日まで地獄行を覚悟せざるをえなかった凡夫が仏の次位に位置づけられる
という，このドラスティックな変化は，その人の日常生活には特段の変化がないにせよ，物の
見方・捉え方が以前とは異なってくるだろうと想像できる。より積極的な人生が送れるように
なるのであり，この意味で，浄土教は一部のキリスト者などから「諦めの哲学」などと批判さ
れるような考え方では決してないのである。
　第二は，往相・還相のことである。往相とは，この世から浄土に行き，そこで修行して仏に
なることをいう。還相とは，仏になったその人が，娑婆世界に帰ってきて苦しむ人々を救うこ
とである。『歎異抄』でも第四・五章などにこの考え方が見られるが，浄土教の中で非常に重
要な教理である。しかし往相はともかく，問題なのは還相である。悩む人々に念仏の信心をひ
ろめていくことは最も大切な事柄であろう。思想的には，還相は仏になった人が人間世界で救
済活動を行うことであるから，ある意味，生身の人間ではどうしようもないことではある。し
かし，現実には，還相の考え方を門徒集団が担うということも考えられるのであり，素人の印
象論ではあるが，現在の本願寺教団では，社会福祉的活動が弱いし，一部の先進的な僧侶の個
人的な活動にとどまっているというのが実情ではないか。かつて鈴木大拙は，還相を軽視する
教団に疑問を呈していたようだが，私もこの点で，物足りなさを感じているのである。
7．結びに代えて
　最後に次のような感想をもって本稿を終えたい。いささか唐突なようであるが，中国仏教の
専門用語に教
きょう
相
そう
判
はん
釈
じゃく
という言葉がある。これは，中国にインドから様々な経典が入ってきた時
に，インドの経典の成立年代の如何にかかわらず，いわば，順不同のようなかたちで，様々な
経典が入ってきて，中国の仏教者は，様々な内容を持つ経典類をどのように包括的かつ体系的
に理解したらよいかということに困惑した。そこで中国人の眼をもって経典類の独自の体系づ
けを行った。これを教相判釈というのである。最も有名なものは，天台大師智
ち
顗
ぎ
のものだが，
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田村芳朗氏の説明を参考にすれば次のようなものである。
　これは，智顗が仏教の主要な経典を全体的に総括し，釈尊の説法の順番は次のようなもので
あったろうと配列したものである。まず釈尊が，成道後，最初に考案したものは『華厳経』で
あるという。内容の真理の純粋さからして，そのように判断されたのだという。しかし，内容
は余りにも高度で難解であった。そこで，いわゆる小乗教徒でも理解できるように，かなり低
段階の教えから説法が始まった。これが，『阿含経』である。そして次に小乗教徒の考え方を
叱りつけ，大乗の段階に上げようとするために，『維摩経』が説かれた。
　そして大乗真理の根本的在り方である空の思想を確立したものとして，『般若経』が説かれる。
最後に説かれたのは『法華経』である。「総合統一的真理ないし世界」が説かれているとして，
最高の教えとして位置づけられた。ごく簡単に説明すると以上のようになる。
　なぜここで教相判釈のことを持ち出したかというと，本稿の本文が終了した後，紀野一義氏
の『日蓮』を読んだからである。日蓮は，1221 年に千葉県に生まれているが，1242 年に比叡
山に登り，徹底的な勉強を行った。その結果，鎌倉新仏教の祖師には珍しく，天台宗で最もオー
ソドックスな教えである『法華経』を正法であることを悟り，そのため，浄土教や禅を邪教で
あるとして攻撃した。特に浄土教に対する攻撃は強く，この時代，親鸞はまだ無名であったか
ら，法然を亡国の奴として徹底的に攻撃した。この点に教相判釈の影響が見られるのでないか
と思われる。
　そのため，当時の統治階級である武士層に広まっていた念仏の教えと対立し，最終的には佐
渡へ流されるに至った。私は，この書物に描かれる念仏の行者と法華経の行者とのいさかいを
大変に悲しく思ったのである。
　翻って，今日では，近代的な経典解釈の方法が確立されており，推定ではあるが成立年代や
作成グループのことも大分，分かるようになってきている。いずれの大乗経典も方法こそ違え，
一つの目的を目指していることが明らかになりつつあるのである。従って最後に言いたいこと
は，ごく平凡ではあるが，各宗派の，既にそうした試みは行われてきているのであるが，大同
団結ということである。同時に仏教を学ぶ者は，いずれかの宗派に軸足を置くとしても，なる
べく多くの書に触れ，仏教の神髄を学ぶことが肝要であろう。
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